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社会政策学会Newsletter
１３１９９７．９．３０ No.

学会賞選考委員が決まる
今期委員会の選後感として、学会賞候補作品をもれなく集めるためには自薦他薦を積極的に募る方がよい、と

のことであった。そのためには早期に委員を選出し会員に周知する必要がある。討議の結果、以下のように５名
の委員を選出した。
学術賞受賞者は、前回と同様に参加いただくこととした。また、社会保障、社会福祉分野が手薄であるため、

新委員はその分野の専門家を選んだ。

残任委員 相沢與一、山本潔
学術賞受賞者 熊沢誠
新任委員 岩田正美、西岡幸泰

第９６回大会（９８年春）の企画が決定
、 。 、 。幹事会での慎重な討議の結果 第９６回大会の企画が以下のように決まりました なお 開催校は未定である

共通論題テーマ「日雇労働者・ホームレスと現代日本」
以下は９６年１２月１４日、９７年２月２２日の幹事会でのコメントを基に一部修正したものである。

１．主旨
「 」 、 、今年春の第９４回大会で 日雇労働者とホームレス の分科会を開催するが できればこのテーマを拡大

発展させる形で共通論題にのせることを希望したい。今年の分科会では実態調査に基づいた報告を基に、現
状の正確な把握とそれに対する施策の検討が中心になる。しかし、それだけでは済まない課題を有している
のが本テーマであろう。

たとえば、最近ホームレスの生活保護をめぐって名古屋地裁の判決が出た。それは、これまでの生活保護
行政のあり方の是非を問う重大な契機となるのは必至である。また、日雇労働市場への外国人労働者の参入
も大きな問題を引き起こしつつある。とくに、中高年労働者との競合が表面化してきているのはその一つで
ある。

日本の高度成長をになった労働者が今、どのような境遇に置かれようとしているのか、当時構築されつつ
あった社会制度に包摂しきれなかったことが現在、いかなる形で発現してきているのか。これらに対する社
会政策的な回答を与えずして２０世紀の総括はできないだろう。

幸い、今年春の大会は「アジアの労働と生活」が共通論題としてくまれている。アジアのトップランナー
としての日本の労働者の不安定層がどのように変容してきたのか、また、アジアの労働市場との関わりでみ
ると、いかなる構図が浮かび上がるのか、さらには視野を広げて欧米の状況との比較からすると、どのよう
な特質が摘出できるのか、といった点においてテーマ上、かなり連続性を有すると思われる。
２．取り上げるべきテーマ

１）課題と方法
２）日雇労働者の高齢化と労働市場
３）ホームレスと生活保護行政
４）外国人労働者の流入とその影響
５）アジアレベルからみた日本の不安定層
６）欧米の状況との比較、など

学会活動特集
、 、 。本号は 第 回大会で承認された昨年度の決算と今年度の予算 および同大会時の幹事会記録を収録しました94
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１９９６年度社会政策学会決算書
自：１９９６年４月１日
至：１９９７年３月 日31

収入の部

項目 決算額 予算額 対予算増減
前年度繰り越し金 ２，３５６，６６８ ２，３５６，６６８ ０
名簿発行積み立て金 １５０，０００ １５０，０００ ０
会費収入 ６，３２９，０８０ ６，５８０，０００ －２５０，９２０
利子収入 ７，３６６ ２５，０００ －１７，６３４
雑収入 ９３，８６５ ７０，０００ ２３，８６５
預り金 ６９０，０００ ６９０，０００ ０
合計 ９，６２６，９７９ ９，８７１，６６８ －２４４，６８９

支出の部

項目 決算額 予算額 対予算増減
次年度大会開催費 ７００，０００ ６００，０００ １００、０００
報告要旨集印刷費 １３８，６８５ １４０，０００ －１，３１５
部会主催研究大会費 ６１３，５４０ ７００，０００ －８６，４６０
非会員報告者交通費等 ８４，０００ １５０，０００ －６６．０００
大会打ち合わせ交通費等 ８９，８４０ １５０，０００ －６０，１６０
部会／分科会補 １６５，０００ ３００，０００ －１３５，０００
叢書編集委員会 ２４，０００ ２４，０００ ０
叢書刊行補助費 ５００，０００ ５００，０００ ０
内外諸学会分担金 ３５，０００ １５０，０００ －１１５，０００
幹事会費 ３７，３２０ １００，０００ －６２，６８０
本部費 １，００４，１８５ １，２２０，０００ －２１５，８１５

人件費 １１０，１２０ ３５０，０００ －５９，８８０
交通・通信費 ２３５，９７９ ６００，０００ －３６４，０２１
事務費 ６５，９４４ ５０，０００ １５，９４４
ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ発行費 ３６３，９６０ ２００，０００ １６３，９６０
雑費 ４８，１８２ ２０，０００ ２８，１８２

学会賞関係費 ２８１，１９３ ２５０，０００ ３１，１９３
業績リスト作成費 ２００，０００ ２００，０００ ０
名簿印刷費 ２１１，１５０ ３００，０００ －８８，８５０
名簿発行積み立て金 ０ ０ ０
年報代金 ２，３８８，８４０ ２，５６４，７００ －１７５，８６０
予備費 ０ ４００，０００ －４００，０００
小 計 ６，４７２，７５３ ７，７４８，７００ －１，２７５，９４７

預かり金 ６９０，０００ ６９０，０００ ０
次年度繰り越し金 ２，４６４，２２６ １，００９，９９０ １，０３１，２５８
合計 ９，６２６，９７９ ９，８７１，６６８ －２４４，６８９

以上のとおり相違ありません。

,１９９７年５月９日 代表幹事 高田 一夫

１９９６年４月１日から１９９７年３月３１日までの会計の収支状況について監査いたしました結果、上記事
項は１９９６年度の社会政策学会の財政を適正に表示しているものと認めます。

,１９９７年５月９日 監事 島崎 晴哉

１９９７年度社会政策学会予算
自：１９９７年４月１日
至：１９９８年３月 日31
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収入の部

項目 ９７年度予算額 前年度予算額 対予算増減
前年度繰り越し金 ２，４６４，２２６ ２，０７３，４９０ １０７，５５８
名簿発行積み立て金 ０ １５０，０００ －１５０、０００
会費収入 ６，７００，０００ ６，５８０，０００ １２０，０００
利子収入 １５，０００ ２５，０００ －１０，０００
雑収入 ７０，０００ ７０，０００ ０
預り金 ６９０，０００ ６９０，０００ ０
合計 ９，９３９，２２６ ９，８７１，６６８ ６７，５５８

支出の部

項目 ９７年度予算額 前年度予算額 対予算増減
次年度大会開催費 ７００，０００ ６００，０００ １００，０００
報告要旨集印刷費 ２００，０００ １４０，０００ ６０，０００
部会主催研究大会費 ７００，０００ ７００，０００ ０
非会員報告者交通費等 １５０，０００ １５０，０００ ０
大会打ち合わせ交通費等 １５０，０００ １５０，０００ ０
部会／分科会補 ３００，０００ ３００，０００ ０
叢書編集委員会 ２４，０００ ２４，０００ ０
叢書刊行補助費 ７００，０００ ５００，０００ ２００，０００
内外諸学会分担金 １５０，０００ １５０，０００ ０
幹事会費 １００，０００ １００，０００ ０
本部費 １，０２０，０００ １，２２０，０００ －２００，０００

人件費 ３５０，０００ ３５０，０００ ０
交通・通信費 ４００，０００ ６００，０００ ０
事務費 ５０，０００ ５０，０００ ０
ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ発行費 ２００，０００ ２００，０００ ０
雑費 ２０，０００ ２０，０００ ０

学会賞関係費 ２５０，０００ ２５０，０００ ０
業績リスト作成費 ２００，０００ ２００，０００ ０
名簿印刷費 ０ ３００，０００ －３００，０００
名簿発行積み立て金 １５０，０００ ０ １５０，０００
年報代金 ２，６００，０００ ２，５６４，７００ ３５，３００
予備費 ３００，０００ ４００，０００ －１００，０００
小 計 ７，６９４，０００ ７，７４８，７００ －５４，７００

預かり金 ６９０，０００ ６９０，０００ ０
次年度繰り越し金 １，５５５，２２６ １，４３２，９６８ １２２，２５８

９，９３９，２２６ ９，８７１，６６８ ６７，５５８

社会政策学会幹事会（９ ～９８期第９～ 回）記録7 11

１．学会賞選考委員の選出について（略）
２．学会運営の基本方針について
( ) 幹事・監事選挙のあり方についてプロジェクト・チーム発足a
伊藤説委員より幹事選挙について、さまざまな問題点が指摘された。伊藤幹事はかねてより選挙問題に疑念を

呈してきた。今回、議論の結果、この問題について本格的な検討を行うことになり、プロジェクト・チームを編
成した。
そのメンバーは、伊藤セツ、遠藤公嗣、熊沢誠、中原弘二、堀内隆治の５名である。 年春の幹事選挙には98

新規則で実施できるよう検討し、総会に提案する予定である。
( ) 学会大会のあり方についての問題提起b
学会員の年齢も 歳代はごく少ない。学術会議の選挙についても会員数のいっそうの増加が望ましいところ20

である。また、若手の会員からもっと参加機会を増やしてほしいとの要望があった。
そこで、院生会員を修士課程の学生にまで広げること、大会企画に若手の参加しやすい企画を設けること、等

の改革を考える必要があろう。具体的には、研究グループの集会の便宜を図る、ワークショップの開催、ポスタ
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ー・セッションの新設などが考えられる。
また、学会が外部にもっと働きかける必要がある、との意見が寄せられている。かつては、学会が市民向けの

後援会などに協力したことがあった。そこで、公開シンポジウムなど会員外でも参加できる催し物を開くなどし
て、一般市民へのアピールをすることも考えらてみてはどうか、との提案が西村豁通幹事よりあった。
具体的には佛教大学から 月の学会大会時に、社会政策学会と共同で公開シンポジウムを開催したいとの申11

し出が西村幹事に寄せられている。幹事会としても異存のないところであり、西村幹事に交渉を進めるよう依頼
した。
３．第９５回大会（９７年秋）の準備状況について
共通論題報告者は決定したが、残るコメンテーターを以下の通り決定し、企画を進めることになった。
コメンテーター（５名）
熊沢 誠、小林漢二、塩田咲子、下山房雄、堀内隆治

４．第９６回大会（９８年春）の企画について（略）
５．経済学会連合評議員の選出について
伊藤セツ幹事が学術会議経済研連委員に就任したため、後任の委員として、玉井金五幹事を選出した。なお残

任委員は佐口和郎幹事である。
６．会員の異動
( )新入会1
野畑真理子 のはたまりこ 都留文科大学文学部 産業社会学 木本喜美子、高田一夫
美甘 勉 みかもつとむ 東京農業大学生物産業学部 経営学 青山茂樹、平澤克彦
高橋睦子 たかはしむつこ 宮崎国際大学比較文化学部 福祉国家論 荒又重雄、小路行彦
桜井純理 さくらいじゅんり 立命館大学院 国際関係学、国際コミュニケーション論 浪江 巌、熊沢 誠
大藪元康 おおやぶもとやす 中部学院大学人間福祉学部 社会福祉 野口典子、武田
橋本健二 はしもとけんじ 静岡大学
禹 宋� うー じゅんうぉん 東京大学大学院経済学研究科 労使関係、労務管理 佐口和郎、小野塚知二
猪飼 周平 いかいしゅうへい 東京大学大学院経済学研究科 労働経済学 佐口和郎、小野塚知二
中村 美由紀 なかむらみゆき 一橋大学大学院社会学研究科 社会保障、社会政策 西村豁通 高田一夫
上田 眞士 うえだまさし 京都大学大学院経済学研究科 労使関係論 菊池光造、久本憲夫
金 元重 きむ うぉんじゅん 法政大学経済学部 韓国経済論、東アジア経済史 二村一夫、松崎義
岸本 聡 きしもと あきら 北海道大学大学院教育学研究科 労働問題 長沼信之、椎名 恒

( ) 退会者2
上田千秋 山口女子大学社会福祉学部
村上尚三郎 教育福祉 佛教大学 社会学部
石倉三雄 中小企業論 岡山商科大学商学部
山下東彦 労務管理論 地域構造研究会
宝田 善 労働運動論 流通経済大学 社会学部

( ) 死去3
比嘉輝幸 労働経済学、計量経済学 沖縄国際大学
河合幸尾 社会保障論、社会福祉論 立命館大学 産業社会学部
石崎唯雄 労働経済 独協大学 名誉教授
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